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皮膚をみる人たちのための化粧品知識
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Abstract
Makeup cosmetics have been used in ancient times for the purpose of religious acts or expression of user’s authorities. 

The meaning of makeup changes with the times, and nowadays it is mainly used for the expression of personal beauty and 
tidy appearance. The main function of the makeup products are visual effects such as hiding of skin troubles, modifying the 
skin color and texture, and making users look more attractive with color and brilliance. In addition, recent makeup products 
also offer protective function such as moisturization or UV protection. Furthermore, research about the psychological effects 
by using makeup products is also in progress such as gaining confidence, satisfaction and sociality. There are various makeup 
products with different application area, and their usage method and required finishing state differ depending on each prod-
uct. Therefore, in order to use makeup products safely and effectively, it is important to understand the composition of each 
product and usage method including the package and the applicator. In this article, I explain the formulation composition and 
several essential raw materials of each makeup product, and outline the molding technology and usage.
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1. は じ め に

人の化粧の歴史は古く，有史以前より化粧習慣を示
す痕跡が残されているとされる。目的は肌や目の保護
や宗教的な儀式のための装飾，魔除けなどであり，現
存する中では古代エジプトのファラオのマスクに施され
た濃く長いアイメイクが象徴的である。その後，美しさ
の表現と共に，地位や身分を示す意味合いでも使用さ
れ，1920～30年代以降のアメリカやヨーロッパにおい
て，口紅やマスカラ等の現在に近いアイテムが大量生産
されるようになり，おしゃれや自己表現として一般に普
及していくことになった。日本においては，江戸時代ご
ろの白（白粉），黒（お歯黒，置き眉），赤（頬紅や口紅）
の3色が中心の化粧習慣から，戦後～1970年代にかけ
て欧米文化と共に現在のメイクラインナップが一般化し
た 1）。海外では化粧をすることは主に自己表現の一部と
とらえられているのに対し，日本では身だしなみとして
他者の目を意識する傾向があるとされる。
現在化粧品は，薬機法において「人の身体を清潔に
し，美化し，魅力を増し，容貌を変え，又は皮膚若しく

は毛髪を健やかに保つために，身体に塗擦，散布その他
これらに類似する方法で使用されることが目的とされて
いる物で，人体に対する作用が緩和なものをいう。」と
規定されている。その中でメイクアップ製品は主に人の
身体を美化し，魅力を増し，容貌を変える効果を持つも
のととらえられ，肌トラブルの隠ぺい，補正や色，質
感，立体感の演出等の視覚的効果を第一の機能として認
識されている。一方で，近年では紫外線防御や保湿など
保護的な付加効果も訴求されるようになり，年々その重
要性は増している。それに加えて，メイクアップを施す
ことによる自信や満足感の獲得，社会性の自覚等の心理
的効果に関する研究も進んでおり 2），メイクアップ製品
の果たす役割は大きくなってきているといえる。
メイクアップ製品はアイテムごとに塗布部位が多岐に
わたり，それぞれに求められる仕上がり効果が異なって
いる。そのため，メイクアップ製品を安全かつ効果的に
使用するためにはそれぞれのアイテムに用いられる剤形
の特徴，容器や塗布具を含めた使用方法を正しく理解す
ることが重要である。
そこで本稿では，各メイクアップ製品の製剤構成と特
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